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この本
ほん

の見
み

方
かた

「差
さ

別
べつ

」ってなに？
「差

さ

別
べつ

」って、よくないことだと思
おも

うけれど、どんな意
い

味
み

なのかな。
似
に

ていることばに「区
く

別
べつ

」というのがあるけれど、どうちがうのかな？

「差
さ

別
べつ

」ということばの意
い

味
み

を知
し

っていますか？

似
に

ていることばに「区
く

別
べつ

」というものがあります

が、どうちがうのでしょう。

差
さ

別
べつ

は「人
ひと

やもののあつかいに差
さ

をつけること」、

区
く

別
べつ

は「ちがいによって分
わ

けること」といわれま

すが、ややあいまいです。たとえば、「まちがっ

た思
おも

い込
こ

みや決
き

めつけなどをもとに、特
とく

定
てい

の人
ひと

に

対
たい

して不
ふ

利
り

益
えき

、不
ふ

平
びょう

等
どう

なあつかいをする」のは差
さ

別
べつ

だけれど、「あるものとほかのものとのちがい

を認
みと

めて、それにより両
りょう

者
しゃ

を分
わ

ける」のが区
く

別
べつ

で

あるとすると、少
すこ

しわかりやすくなります。

わたしたちは毎
まい

日
にち

、さまざまなものごとについ

て、「区
く

別
べつ

」をおこなっています。

差
さ

別
べつ

は、まちがった思
おも

い込
こ

み（先
せん

入
にゅう

観
かん

）や決
き

め

つけ（偏
へん

見
けん

）などをもとに、特
とく

定
てい

の人
ひと

に対
たい

して正
せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

なく不
ふ

利
り

益
えき

、不
ふ

平
びょう

等
どう

なあつかいをするこ

とを指
さ

します。外
がい

国
こく

人
じん

だから、障
しょう

がい者
しゃ

だから、

女
じょ

性
せい

だからなど、その人
ひと

にはどうしようもない要
よう

素
そ

への判
はん

断
だん

・評
ひょう

価
か

によって、不
ふ

当
とう

に低
ひく

くあつかっ

たり分
わ

けへだてすることは差
さ

別
べつ

です。

「差
さ

別
べつ

」と「区
く

別
べつ

」どうちがう？

どんなことが差
さ

別
べつ

になるの？
かんが

 ●わたしたちの身
み

近
ぢか

にある「区
く

別
べつ

」はどん
なものがあるかな？　それはなんのた
めにあるのかな？　本

ほん

当
とう

に必
ひつ

要
よう

なもの
かな？
 ●外
がい

国
こく

人
じん

だから、障
しょう

がい者
しゃ

だから、女
じょ

性
せい

だからと区
く

別
べつ

していることはないか
な？　その区

く

別
べつ

によって「区
く

別
べつ

された人
ひと

たちに対
たい

するまちがった低
ひく

い評
ひょう

価
か

」が生
う

まれていないかな？

これは差
さ

別
べつ

？
それとも区

く

別
べつ

？

不
ふ

当
とう

に差
さ

をつける
不
ふ

当
とう

に線
せん

引
び

きする、
分
わ

けへだてする

実
じっ

際
さい

にあるいろいろな差
さ

別
べつ

年
ねん

齢
れい

によってクラスが分
わ

かれていた

外
がい

国
こく

人
じん

だからとアパートの入
にゅう

居
きょ

を
ことわられた

女
じょ

性
せい

だからと入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

の点
てん

数
すう

をさ
げられた

車
くるま

いすだったから、段
だん

差
さ

のある建
たて

物
もの

に入
はい

れなかった

走
はし

る速
はや

さをくらべるために、徒
と

競
きょう

走
そう

でゴールした順
じゅん

に
順
じゅん

位
い

がついた

障
しょう

がいがある人
ひと

用
よう

の駐
ちゅう

車
しゃ

スペースがあった

場
ば

面
めん

が変
か

われば、区
く

別
べつ

のしかたが変
か

わったり、
区
く

別
べつ

が必
ひつ

要
よう

なくなることもあるね。
健
けん

康
こう

診
しん

断
だん

の用
よう

紙
し

で、「男
だん

性
せい

」と「女
じょ

性
せい

」のどちらかをた
ずねられた

ぜったいに
おかしい…。

メガネを
かけている
子
こ

とは
遊
あそ

ばない！

なぜ、
だめなの？

口
くち

が
大
おお

きい子
こ

は
くいしんぼう
だから。

少
すこ

し介
かい

助
じょ

が
あれば…。

え、
なんで？

明
あき

らかに
不
ふ

当
とう

で
不
ふ

正
せい

！
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差
さ

別
べつ

っ て ど ん な も の ？

身
み

近
ぢか

な差
さ

別
べつ

の芽
め

をさぐろう②
カテゴリー化

か

やレッテルから偏
へん

見
けん

が生
う

まれるとき、人
ひと

はその偏
へん

見
けん

を正
せい

当
とう

化
か

するために、
相
あい

手
て

を見
み

下
くだ

し、傷
きず

つける言
げん

動
どう

をしてしまうことがある。そしてそれは、いじめや暴
ぼう

力
りょく

につながる。

だれかとかかわるとき、その人
ひと

の一
いち

面
めん

だけを見
み

て「自
じ

分
ぶん

とちがう」「気
き

が合
あ

わない」「ずるい」な

どと敵
てき

対
たい

心
しん

を抱
いだ

いたり、「弱
よわ

い」「からかうとおも

しろい」「ふつうじゃない」などと自
じ

分
ぶん

が優
ゆう

位
い

に

立
た

つ気
き

持
も

ちになることがあるかもしれません。

敵
てき

対
たい

心
しん

にふくまれる「うらやましい」「ねたま

しい」という感
かん

情
じょう

や、「もっと優
ゆう

位
い

に立
た

ちたい」

という気
き

持
も

ち、自
じ

分
ぶん

のストレスや不
ふ

安
あん

をどうにか

したい気
き

持
も

ちは、ときに相
あい

手
て

への攻
こう

撃
げき

的
てき

な言
げん

動
どう

と

なってあらわれることがあります。それはエスカ

レートすると、いじめや暴
ぼう

力
りょく

につながります。い

じめは、他
た

者
しゃ

の尊
そん

重
ちょう

と理
り

解
かい

の姿
し

勢
せい

をおざなりにし、

自
じ

分
ぶん

のためだけに人
ひと

を利
り

用
よう

する卑
ひ

劣
れつ

な行
こう

為
い

です。

いじめられる側
がわ

にはなんの非
ひ

もありません。いじ

める側
がわ

は、自
じ

分
ぶん

に都
つ

合
ごう

のよい理
り

由
ゆう

をつけていじめ

を肯
こう

定
てい

し、人
ひと

を排
はい

除
じょ

したり見
み

下
くだ

したりします。

その一
いっ

瞬
しゅん

は、いじめる側
がわ

が優
ゆう

位
い

に立
た

ったように

見
み

えるかもしれませんが、それはまやかしに過
す

ぎ

ません。それどころか相
あい

手
て

をひどく傷
きず

つけたこと

で自
じ

分
ぶん

の人
にん

間
げん

性
せい

をおとしめることになります。

成
せい

績
せき

がよい、スポーツができる、見
み

た目
め

が整
ととの

っ

ている、リーダーシップがある……。人
ひと

より一
いっ

歩
ぽ

秀
ひい

でて見
み

える特
とく

性
せい

や能
のう

力
りょく

は「人
にん

気
き

」につながるか

もしれません。だれでも人
ひと

から注
ちゅう

目
もく

されたり、人
にん

気
き

者
もの

になったりするのはうれしいものです。しか

し、目
め

に見
み

えてわかりやすい特
とく

性
せい

や、才
さい

能
のう

をもっ

ている人
ひと

だけが素
す

晴
ば

らしいわけではありません。

どんなことでも、人
ひと

にはそれぞれ得
とく

意
い

不
ふ

得
とく

意
い

が

あります。また、得
とく

意
い

なことが小
ちい

さくて目
め

立
だ

たな

いようなことでも、得
とく

意
い

なことがないと感
かん

じても、

人
ひと

は必
かなら

ずまわりの人
ひと

に影
えい

響
きょう

をあたえる力
ちから

があり

ます。そして、たとえどんなものさしではかろう

と、人
ひと

は一
ひ と り

人ひとり平
びょう

等
どう

に価
か

値
ち

があります。もっ

て生
う

まれた特
とく

徴
ちょう

や特
とく

性
せい

に本
ほん

来
らい

、優
ゆう

劣
れつ

はないのです。

人
ひと

を見
み

下
くだ

して起
お

こる「いじめ」

優
すぐ

れた人
ひと

ってどんな人
ひと

？
かんが

 ●いじめが起
お

きてしまうのはどうしてなのかな？
 ●わたしたちがありのままで尊

そん

重
ちょう

され認
みと

め合
あ

えるた
めには、どんな取

と

り組
く

みが必
ひつ

要
よう

だと思
おも

う？
 ●自
じ

分
ぶん

の得
とく

意
い

不
ふ

得
とく

意
い

はなんだと思
おも

う？

おまえが
悪
わる

いから
こうなるんだよ。

人
ひと

が 

困
こま

っている
様
よう

子
す

が
なぜ楽

たの

しいの？

ああ、
すっきり
した。

スポーツが好
す

き。
努
ど

力
りょく

して
プロになって
有
ゆう

名
めい

になりたい。

英
えい

語
ご

が
得
とく

意
い

なんだ。
どんな場

ば

面
めん

でも
緊
きん

張
ちょう

しない積
せっ

極
きょく

的
てき

な
自
じ

分
ぶん

が好
す

き。

絵
え

を描
か

くのが好
す

き。
見
み

た目
め

もファッションも
個
こ

性
せい

的
てき

でありたい。
よくおだやかだねって
言
い

われるんだ。

本
ほん

の世
せ

界
かい

に
ひたるのが好

す

き。
この髪

かみ

のくせっ毛
け

は、
アレンジすると
かっこいいんだよ。

理
り

科
か

が得
とく

意
い

だよ。
おとなしいって
思
おも

われるけど、
そうでもないよ。

ゲームが好
す

きで
くわしいよ。
お笑

わら

いも好
す

きで
人
ひと

を笑
わら

わせるのも
得
とく

意
い

。

わたしはおしゃべりで、人
ひと

に自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを伝
つた

えるのが
好
す

き。でも、実
じつ

はいつも迷
まよ

っ
ている。あおいちゃんに聞

き

いてもらうと考
かんが

えがまとま
るよ。

わたしは静
しず

かに人
ひと

の話
はなし

を聞
き

くのが好
す

き。りこちゃんと
話
はな

すとき、こころのなかで
はたくさんしゃべっている。
自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えはいつでも迷
まよ

い
なく言

い

えると思
おも

う。
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差
さ

別
べつ

っ て ど ん な も の ？

障
しょう

がいってどんなもの？
車
くるま

いすや白
しろ

い杖
つえ

を使
つか

っている人
ひと

を見
み

かけたことがあるけれど、それ以
い

外
がい

にも
障
しょう

がいってあるのかな。そもそも障
しょう

がいってどんなものなんだろう。

「障
しょう

がい」とは、身
しん

体
たい

や知
ち

的
てき

機
き

能
のう

をはじめとす

る心
しん

身
しん

の機
き

能
のう

に障
しょう

がいがあり、その症
しょう

状
じょう

や社
しゃ

会
かい

に

ある障
しょう

壁
へき

により、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

に継
けい

続
ぞく

的
てき

で

大
おお

きな制
せい

限
げん

や支
し

障
しょう

が出
で

る状
じょう

態
たい

のことをいいます。

人
ひと

によって、いくつかの障
しょう

がいをあわせもつ人
ひと

も

いれば、症
しょう

状
じょう

の個
こ

人
じん

差
さ

が大
おお

きい障
しょう

がいもあります。

見
み

た目
め

ではわからない障
しょう

がいもあり、ひとくちに

障
しょう

がいといってもさまざまな種
しゅ

類
るい

・様
よう

態
たい

がありま

す。たとえばどんなものがあるのでしょう。

障
しょう

がいの種
しゅ

類
るい

や特
とく

徴
ちょう

身
しん

体
たい

障
しょう

がい

視
し

覚
かく

障
しょう

がい
全
ぜん

盲
もう

（まったく見
み

えない）、
弱
じゃく

視
し

（文
も

字
じ

などがぼやけて
読
よ

めない）、視
し

野
や

狭
きょう

窄
さく

（見
み

える範
はん

囲
い

がせまい）など様
よう

態
たい

はさまざま。そのため、
文
も

字
じ

は読
よ

めても歩
ある

いていて
障
しょう

がい物
ぶつ

にぶつかる場
ば

合
あい

や、
障
しょう

がい物
ぶつ

はよけられても文
も

字
じ

が読
よ

めない場
ば

合
あい

もある。

肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

病
びょう

気
き

やけがが原
げん

因
いん

で、上
じょう

肢
し

（手
て

・指
ゆび

から肩
かた

の部
ぶ

分
ぶん

）、下
か

肢
し

（股
こ

関
かん

節
せつ

より下
した

から足
あし

の
部
ぶ

分
ぶん

）、体
たい

幹
かん

（胴
どう

体
たい

と胴
どう

体
たい

にある筋
きん

肉
にく

）の機
き

能
のう

に障
しょう

が
いがあり、立

た

つ、座
すわ

る、歩
ある

く、食
しょく

事
じ

、着
き

替
が

え、ものの
もち運

はこ

び、字
じ

を書
か

くなど、
生
せい

活
かつ

のなかの動
どう

作
さ

が難
むずか

しい
状
じょう

態
たい

。杖
つえ

を使
つか

って生
せい

活
かつ

する
人
ひと

もいる。

内
ない

部
ぶ

障
しょう

がい
心
しん

臓
ぞう

や呼
こ

吸
きゅう

器
き

など、
身
からだ

体の内
ない

部
ぶ

に障
しょう

がいが
あること。外

がい

見
けん

からは
わからないが、疲

つか

れや
すい、携

けい

帯
たい

電
でん

話
わ

の電
でん

波
ぱ

やたばこの煙
けむり

が体
たい

調
ちょう

に
影
えい

響
きょう

する、トイレに不
ふ

自
じ

由
ゆう

するなど、継
けい

続
ぞく

的
てき

な医
い

療
りょう

ケアやまわりの
配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

となる。

身
しん

体
たい

の成
せい

長
ちょう

発
はっ

達
たつ

期
き

（18歳
さい

く
らいまで）にあらわれる知

ち

的
てき

機
き

能
のう

の遅
おく

れのため、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に困
こん

難
なん

がある状
じょう

態
たい

。複
ふく

雑
ざつ

なことがらや込
こ

み入
い

った
文
ぶん

章
しょう

・会
かい

話
わ

の理
り

解
かい

が不
ふ

得
とく

意
い

だったり、お金
かね

の計
けい

算
さん

が苦
にが

手
て

だったりする。程
てい

度
ど

やあ
らわれ方

かた

には個
こ

人
じん

差
さ

がある。

高
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

がい

知
ち

的
てき

障
しょう

がい

障
しょう

がいには外
がい

見
けん

からわかるものとそうでないものが
ある。障

しょう

がいによってさまざまな特
とく

徴
ちょう

があり、また
個
こ

人
じん

差
さ

もある。まずは基
き

本
ほん

的
てき

なことを知
し

っておき、
目
め

の前
まえ

の人
ひと

をよく理
り

解
かい

するための手
て

がかりにしよう。

精
せい

神
しん

障
しょう

がい

ひとくちに障
しょう

がい
といっても、

さまざまなんだね。

脳
のう

卒
そっ

中
ちゅう

などの病
びょう

気
き

や事
じ

故
こ

な
どにより脳

のう

の一
いち

部
ぶ

が損
そん

傷
しょう

す
ることで、思

し

考
こう

・記
き

憶
おく

・行
こう

為
い

・言
げん

語
ご

・注
ちゅう

意
い

などの脳
のう

機
き

能
のう

の一
いち

部
ぶ

に障
しょう

がいがある状
じょう

態
たい

。外
がい

見
けん

からはわからない
が、記

き

憶
おく

力
りょく

や注
ちゅう

意
い

力
りょく

が低
てい

下
か

することもある。症
しょう

状
じょう

は人
ひと

によって異
こと

なる。

東
とう

京
きょう

都
と

福
ふく

祉
し

保
ほ

健
けん

局
きょく

により作
さく

成
せい

された
マークで、内

ない

部
ぶ

障
しょう

がいや難
なん

病
びょう

のある人
ひと

など、困
こん

難
なん

が外
がい

見
けん

からはわかりづらい
人
ひと

びとが、配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

なことをまわり
に知

し

らせるためにつくられた。

ヘルプマーク

かんが
 ●家
か

族
ぞく

や親
しん

せき、友
とも

だ
ちに障

しょう

がいのある人
ひと

はいる？
 ●その人

ひと

はどんな場
ば

面
めん

でどんなサポートを
必
ひつ

要
よう

としているか
な？

統
とう

合
ごう

失
しっ

調
ちょう

症
しょう

、うつ病
びょう

、てん
かんなどの精

せい

神
しん

的
てき

な病
びょう

気
き

に
より精

せい

神
しん

の機
き

能
のう

に障
しょう

がいが
生
しょう

じて、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

に困
こん

難
なん

がある状
じょう

態
たい

のこと。
判
はん

断
だん

力
りょく

や記
き

憶
おく

力
りょく

、意
い

欲
よく

が低
てい

下
か

したりする。あらわれ方
かた

や経
けい

過
か

は人
ひと

によって大
おお

きく
異
こと

なる。

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

がい 
伝
でん

音
おん

難
なん

聴
ちょう

（音
おと

が聞
き

こえづら
い）、感

かん

音
おん

難
なん

聴
ちょう

（音
おと

だけで
なくことばも聞

き

こえづら
い）、まったく聞

き

こえない、
など様

よう

態
たい

はさまざま。加
か

齢
れい

のため起
お

こる老
ろう

人
じん

性
せい

難
なん

聴
ちょう

は、
感
かん

音
おん

難
なん

聴
ちょう

のひとつ。

生
う

まれつきの脳
のう

機
き

能
のう

の発
はっ

達
たつ

のちがいにより、行
こう

動
どう

など
に特

とく

徴
ちょう

があること。いくつ
かに分

わ

けられるが、複
ふく

数
すう

の
タイプが合

あ

わさっているこ
とも多

おお

く、知
ち

的
てき

な遅
おく

れをと
もなうこともある。学

がく

習
しゅう

障
しょう

がいは、読
よ

み書
か

きや計
けい

算
さん

な
どに困

こん

難
なん

がある。注
ちゅう

意
い

欠
けつ

如
じょ

・多
た

動
どう

性
せい

障
しょう

がい（A
エー

D
ディー

H
エイチ

D
ディー

）

は、集
しゅう

中
ちゅう

できない、じっとしていられない、衝
しょう

動
どう

的
てき

な行
こう

動
どう

などが特
とく

徴
ちょう

。自
じ

閉
へい

スペクトラム症
しょう

は、対
たい

人
じん

関
かん

係
けい

のはかり方
かた

が特
とく

徴
ちょう

的
てき

で、ものごとへの強
つよ

いこだわ
りなどが見

み

られる。

発
はっ

達
たつ

障
しょう

がい 
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障
しょう

が い 者
しゃ

へ の 差
さ

別
べつ

具
ぐ

体
たい

例
れい

とイラストで差
さ

別
べつ

について考
かんが

えることがで
きます。

会
かい

話
わ

や思
おも

い、イラストで
差
さ

別
べつ

について考
かんが

えること
ができます。

見
み

やすい一
いち

覧
らん

で、基
き

礎
そ

的
てき

な情
じょう

報
ほう

を知
し

ることができ
ます。

事
じ

例
れい

で気
き

づく 言
こと

葉
ば

で気
き

づく 知
ち

識
しき

のページ 考
かんが

えるきっかけとなる問
と

い
かけを掲

けい

載
さい

しています。

かんが

考
かんが

えを深
ふか

めるきっかけとな
る話

わ

題
だい

を掲
けい

載
さい

しています。

関
かん

連
れん

する歴
れき

史
し

的
てき

な話
わ

題
だい

を掲
けい

載
さい

しています。旧
きゅう

優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

による差
さ

別
べつ

過
か

去
こ

の で きごとから 学
まな

ぶ ①

「旧
きゅう

優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

」ということばを聞
き

いたことがある？　この法
ほう

律
りつ

によって、障
しょう

がい者
しゃ

が
差
さ

別
べつ

されたんだ。「優
ゆう

生
せい

」とはなにを意
い

味
み

するのだろう。

年
ねん

から 年
ねん

まで施
し

行
こう

された旧
きゅう

優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

の第
だい

条
じょう

では、「優
ゆう

生
せい

上
じょう

の見
けん

地
ち

から不
ふ

良
りょう

な子
し

孫
そん

の出
しゅっ

生
しょう

を防
ぼう

止
し

する」ことが目
もく

的
てき

とされています。
病
びょう

気
き

や障
しょう

がいをもつ子
こ

どもが生
う

まれてこないよ
うにするために、不

ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

（子
こ

どもができない
ようにする手

しゅ

術
じゅつ

）と人
じん

工
こう

妊
にん

娠
しん

中
ちゅう

絶
ぜつ

（妊
にん

娠
しん

を中
ちゅう

断
だん

させる手
しゅ

術
じゅつ

）を認
みと

めるなどという内
ない

容
よう

です。
戦
せん

前
ぜん

は働
はたら

き手
て

や兵
へい

士
し

になる子
こ

どもがたくさ
ん必

ひつ

要
よう

で、「産
う

めよ、増
ふ

やせよ」という政
せい

策
さく

の
もと避

ひ

妊
にん

や不
ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

、中
ちゅう

絶
ぜつ

は基
き

本
ほん

的
てき

に禁
きん

止
し

され
ていました。しかし、旧

きゅう

優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

が制
せい

定
てい

され
たころの日

に

本
ほん

は、第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

に敗
やぶ

れた後
あと

の
復
ふっ

興
こう

の時
じ

期
き

で、食
しょく

糧
りょう

も家
いえ

も不
ふ

足
そく

しているなかで
ベビーブームをむかえ、急

きゅう

激
げき

に人
じん

口
こう

が増
ぞう

加
か

して
いました。国

くに

は生
う

まれてくる子
こ

どもの数
かず

を減
へ

ら

身
しん

体
たい

的
てき

、精
せい

神
しん

的
てき

な能
のう

力
りょく

が劣
おと

るとされた人
ひと

の遺
い

伝
でん

子
し

を排
はい

除
じょ

して、優
すぐ

れた能
のう

力
りょく

をもつ人
ひと

の遺
い

伝
でん

子
し

を保
ほ

護
ご

し優
ゆう

秀
しゅう

な人
じん

類
るい

だけを後
こう

世
せい

に残
のこ

す。このよ
うな考

かんが

え方
かた

を優
ゆう

生
せい

思
し

想
そう

といいます。優
ゆう

生
せい

思
し

想
そう

は
世
せい

紀
き

以
い

降
こう

、欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

でさかんになりました。
日
に

本
ほん

もこの思
し

想
そう

に影
えい

響
きょう

を受
う

け、 年
ねん

に
「国

こく

民
みん

優
ゆう

生
せい

法
ほう

」を成
せい

立
りつ

させ、遺
い

伝
でん

的
てき

な病
びょう

気
き

をも
つ患

かん

者
じゃ

への断
だん

種
しゅ

（不
ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

）がおこなわれまし
た。ところがこの法

ほう

律
りつ

を引
ひ

きついで 年
ねん

に
成
せい

立
りつ

した旧
きゅう

「優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

」では、「遺
い

伝
でん

性
せい

がある」
とされる症

しょう

状
じょう

の範
はん

囲
い

が拡
かく

大
だい

され、医
い

学
がく

的
てき

に遺
い

伝
でん

性
せい

が不
ふ

明
めい

なものまでふくむようになったのです。
ハンセン病

びょう

（→ ページ）もそのひとつでした。
命
いのち

に優
ゆう

劣
れつ

をつけて選
せん

別
べつ

したこの法
ほう

律
りつ

はつい最
さい

近
きん

、 年
ねん

までありました。旧
きゅう

優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

が
もたらしたものは、強

きょう

制
せい

不
ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

のような直
ちょく

接
せつ

の被
ひ

害
がい

だけではありません。優
ゆう

生
せい

思
し

想
そう

にもとづ
く非

ひ

人
じん

道
どう

的
てき

な国
こく

策
さく

が長
なが

く続
つづ

いたことで、障
しょう

がい
者
しゃ

への偏
へん

見
けん

と、障
しょう

がい者
しゃ

の生
せい

存
ぞん

そのものを否
ひ

定
てい

する差
さ

別
べつ

意
い

識
しき

が社
しゃ

会
かい

に広
ひろ

がってしまったのです。

したいと考
かんが

えるとともに、健
けん

康
こう

な子
こ

どもだけが
生
う

まれるように、障
しょう

がい者
しゃ

の不
ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

や人
じん

工
こう

妊
にん

娠
しん

中
ちゅう

絶
ぜつ

を合
ごう

法
ほう

化
か

したのです。
さらに同

どう

法
ほう

では、障
しょう

がい児
じ

や遺
い

伝
でん

性
せい

疾
しっ

患
かん

、精
せい

神
しん

障
しょう

がい、知
ち

的
てき

障
しょう

がいのある成
せい

人
じん

については本
ほん

人
にん

の同
どう

意
い

なく、「身
しん

体
たい

拘
こう

束
そく

、麻
ま

酔
すい

薬
やく

の使
し

用
よう

、欺
き

罔
もう

（だますこと）」などにより強
きょう

制
せい

的
てき

に優
ゆう

生
せい

手
しゅ

術
じゅつ

（不
ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

）ができるとしていました。旧
きゅう

厚
こう

生
せい

省
しょう

の統
とう

計
けい

によると、約
やく

万
まん

人
にん

が人
じん

工
こう

妊
にん

娠
しん

中
ちゅう

絶
ぜつ

を受
う

け、約
やく

万
まん

人
にん

が不
ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

を受
う

け、
不
ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

を受
う

けた人
ひと

のうち、約
やく

万
まん

人
にん

は
本
ほん

人
にん

の同
どう

意
い

のない強
きょう

制
せい

的
てき

なものだったとされ
ています（実

じっ

際
さい

の数
かず

はもっと多
おお

いともいわれま
す）。わが子

こ

の将
しょう

来
らい

を心
しん

配
ぱい

し、多
おお

くの親
おや

が手
しゅ

術
じゅつ

に同
どう

意
い

したと考
かんが

えられています。

障
しょう

がいのある人
ひと

への強
きょう

制
せい

不
ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

優
ゆう

生
せい

思
し

想
そう

が引
ひ

き起
お

こした差
さ

別
べつ

年
ねん

月
がつ

、宮
みや

城
ぎ

県
けん

の女
じょ

性
せい

が、 歳
さい

ごろ、知
ち

的
てき

障
しょう

がいを理
り

由
ゆう

に旧
きゅう

優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

による強
きょう

制
せい

不
ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

を受
う

け
たとして、国

くに

に対
たい

して謝
しゃ

罪
ざい

と補
ほ

償
しょう

を求
もと

める訴
うった

えを起
お

こ
しました。その後

ご

全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

から被
ひ

害
がい

の声
こえ

があがり、今
いま

は同
どう

様
よう

の裁
さい

判
ばん

が、全
ぜん

国
こく

か所
しょ

でおこなわれています
（ 年

ねん

月
がつ

現
げん

在
ざい

）。
これまでのほとんどの裁

さい

判
ばん

では、旧
きゅう

優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

が差
さ

別
べつ

的
てき

な思
し

想
そう

にもとづくもので正
せい

当
とう

性
せい

を欠
か

き違
い

憲
けん

だとい
うことは認

みと

められつつ、時
じ

間
かん

の経
けい

過
か

によって国
くに

に賠
ばい

償
しょう

を求
もと

める権
けん

利
り

は失
うしな

われているとして、補
ほ

償
しょう

請
せい

求
きゅう

はしり
ぞけられています。

年
ねん

には被
ひ

害
がい

者
しゃ

へ一
いち

時
じ

金
きん

を支
し

給
きゅう

する法
ほう

律
りつ

も成
せい

立
りつ

しましたが、支
し

給
きゅう

の対
たい

象
しょう

がせますぎることや、損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

額
がく

も被
ひ

害
がい

の実
じっ

態
たい

に照
て

らすと低
ひく

すぎることが指
し

摘
てき

され
ています。高

こう

齢
れい

となっている被
ひ

害
がい

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

へのふさわし
い補

ほ

償
しょう

と、旧
きゅう

優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

によって生
う

まれた差
さ

別
べつ

や優
ゆう

生
せい

思
し

想
そう

を解
かい

消
しょう

する姿
し

勢
せい

が引
ひ

き続
つづ

き国
くに

に求
もと

められています。

国
くに

へ謝
しゃ

罪
ざい

と補
ほ

償
しょう

を求
もと

める訴
そ

訟
しょう

補
ほ

償
しょう

を求
もと

める国
こく

連
れん

の勧
かん

告
こく

強
きょう

制
せい

不
ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

本
ほん

人
にん

の
同
どう

意
い

なし
人
にん

本人の
同
どう

意
い

あり
人
にん

妊
にん

娠
しん

中
ちゅう

絶
ぜつ

人
にん

合
ごう

計
けい

人
にん

（ 年 月 日厚労省提出資料）
（出典：きょうされん「わたしも子どもをもちたかった
優生保護法被害問題とむきあうために　第 版」より）

被
ひ

害
がい

者
しゃ

の数
かず

（1949～1996年
ねん
の48年

ねん
間
かん
）

かんが

●自
じ

分
ぶん

の住
す

んでいる地
ち

域
いき

でも、旧
きゅう

優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

の被
ひ

害
がい

はあったのかな？
●役

やく

所
しょ

や図
と

書
しょ

館
かん

、インターネットで
調
しら

べてみよう。

旧
きゅう

優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

と同
どう

様
よう

の法
ほう

律
りつ

は欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

にもあ
り、ドイツでは 年

ねん

、スウェーデンでは
年
ねん

に補
ほ

償
しょう

法
ほう

が成
せい

立
りつ

し、補
ほ

償
しょう

がはじまりま
した。一

いっ

方
ぽう

日
に

本
ほん

は、国
こく

連
れん

の勧
かん

告
こく

を受
う

けながら、
長
なが

く補
ほ

償
しょう

の措
そ

置
ち

を取
と

ってきませんでした。

強
きょう

制
せい

不
ふ

妊
にん

の対
たい

象
しょう

となった人
ひと

たちの補
ほ

償
しょう

を受
う

ける
権
けん

利
り

を規
き

定
てい

していないことを遺
い

憾
かん

に思
おも

い、必
ひつ

要
よう

な法
ほう

的
てき

措
そ

置
ち

が取
と

られることを勧
かん

告
こく

する

自
じ

由
ゆう

権
けん

規
き

約
やく

委
い

員
いん

会
かい

（1998年
ねん

）

優
ゆう

生
せい

手
しゅ

術
じゅつ

を受
う

けたすべての被
ひ

害
がい

者
しゃ

に対
たい

し支
し

援
えん

の
手
て

を差
さ

しのべ、被
ひ

害
がい

者
しゃ

が法
ほう

的
てき

救
きゅう

済
さい

を受
う

け（中
ちゅう

略
りゃく

）られるようにするため、具
ぐ

体
たい

的
てき

な取
と

り組
く

み
をおこなうことを勧

かん

告
こく

する

女
じょ

性
せい

差
さ

別
べつ

撤
てっ

廃
ぱい

委
い

員
いん

会
かい

（2016年
ねん

）

深
ふか

めるコーナー
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身
み

近
ぢか

な差
さ

別
べつ

の芽
め

をさぐろう②
カテゴリー化

か

やレッテルから偏
へん

見
けん

が生
う

まれるとき、人
ひと

はその偏
へん

見
けん

を正
せい

当
とう

化
か

するために、
相
あい

手
て

を見
み

下
くだ

し、傷
きず

つける言
げん

動
どう

をしてしまうことがある。そしてそれは、いじめや暴
ぼう

力
りょく

につながる。

だれかとかかわるとき、その人
ひと

の一
いち

面
めん

だけを見
み

て「自
じ

分
ぶん

とちがう」「気
き

が合
あ

わない」「ずるい」な

どと敵
てき

対
たい

心
しん

を抱
いだ

いたり、「弱
よわ

い」「からかうとおも

しろい」「ふつうじゃない」などと自
じ

分
ぶん

が優
ゆう

位
い

に

立
た

つ気
き

持
も

ちになることがあるかもしれません。

敵
てき

対
たい

心
しん

にふくまれる「うらやましい」「ねたま

しい」という感
かん

情
じょう

や、「もっと優
ゆう

位
い

に立
た

ちたい」

という気
き

持
も

ち、自
じ

分
ぶん

のストレスや不
ふ

安
あん

をどうにか

したい気
き

持
も

ちは、ときに相
あい

手
て

への攻
こう

撃
げき

的
てき

な言
げん

動
どう

と

なってあらわれることがあります。それはエスカ

レートすると、いじめや暴
ぼう

力
りょく

につながります。い

じめは、他
た

者
しゃ

の尊
そん

重
ちょう

と理
り

解
かい

の姿
し

勢
せい

をおざなりにし、

自
じ

分
ぶん

のためだけに人
ひと

を利
り

用
よう

する卑
ひ

劣
れつ

な行
こう

為
い

です。

いじめられる側
がわ

にはなんの非
ひ

もありません。いじ

める側
がわ

は、自
じ

分
ぶん

に都
つ

合
ごう

のよい理
り

由
ゆう

をつけていじめ

を肯
こう

定
てい

し、人
ひと

を排
はい

除
じょ

したり見
み

下
くだ

したりします。

その一
いっ

瞬
しゅん

は、いじめる側
がわ

が優
ゆう

位
い

に立
た

ったように

見
み

えるかもしれませんが、それはまやかしに過
す

ぎ

ません。それどころか相
あい

手
て

をひどく傷
きず

つけたこと

で自
じ

分
ぶん

の人
にん

間
げん

性
せい

をおとしめることになります。

成
せい

績
せき

がよい、スポーツができる、見
み

た目
め

が整
ととの

っ

ている、リーダーシップがある……。人
ひと

より一
いっ

歩
ぽ

秀
ひい

でて見
み

える特
とく

性
せい

や能
のう

力
りょく

は「人
にん

気
き

」につながるか

もしれません。だれでも人
ひと

から注
ちゅう

目
もく

されたり、人
にん

気
き

者
もの

になったりするのはうれしいものです。しか

し、目
め

に見
み

えてわかりやすい特
とく

性
せい

や、才
さい

能
のう

をもっ

ている人
ひと

だけが素
す

晴
ば

らしいわけではありません。

どんなことでも、人
ひと

にはそれぞれ得
とく

意
い

不
ふ

得
とく

意
い

が

あります。また、得
とく

意
い

なことが小
ちい

さくて目
め

立
だ

たな

いようなことでも、得
とく

意
い

なことがないと感
かん

じても、

人
ひと

は必
かなら

ずまわりの人
ひと

に影
えい

響
きょう

をあたえる力
ちから

があり

ます。そして、たとえどんなものさしではかろう

と、人
ひと

は一
ひ と り

人ひとり平
びょう

等
どう

に価
か

値
ち

があります。もっ

て生
う

まれた特
とく

徴
ちょう

や特
とく

性
せい

に本
ほん

来
らい

、優
ゆう

劣
れつ

はないのです。

人
ひと

を見
み

下
くだ

して起
お

こる「いじめ」

優
すぐ

れた人
ひと

ってどんな人
ひと

？
かんが

 ●いじめが起
お

きてしまうのはどうしてなのかな？
 ●わたしたちがありのままで尊

そん

重
ちょう

され認
みと

め合
あ

えるた
めには、どんな取

と

り組
く

みが必
ひつ

要
よう

だと思
おも

う？
 ●自
じ

分
ぶん

の得
とく

意
い

不
ふ

得
とく

意
い

はなんだと思
おも

う？

おまえが
悪
わる

いから
こうなるんだよ。

人
ひと

が 

困
こま

っている
様
よう

子
す

が
なぜ楽

たの

しいの？

ああ、
すっきり
した。

スポーツが好
す

き。
努
ど

力
りょく

して
プロになって
有
ゆう

名
めい

になりたい。

英
えい

語
ご

が
得
とく

意
い

なんだ。
どんな場

ば

面
めん

でも
緊
きん

張
ちょう

しない積
せっ

極
きょく

的
てき

な
自
じ

分
ぶん

が好
す

き。

絵
え

を描
か

くのが好
す

き。
見
み

た目
め

もファッションも
個
こ

性
せい

的
てき

でありたい。
よくおだやかだねって
言
い

われるんだ。

本
ほん

の世
せ

界
かい

に
ひたるのが好

す

き。
この髪

かみ

のくせっ毛
け

は、
アレンジすると
かっこいいんだよ。

理
り

科
か

が得
とく

意
い

だよ。
おとなしいって
思
おも

われるけど、
そうでもないよ。

ゲームが好
す

きで
くわしいよ。
お笑

わら

いも好
す

きで
人
ひと

を笑
わら

わせるのも
得
とく

意
い

。

わたしはおしゃべりで、人
ひと

に自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを伝
つた

えるのが
好
す

き。でも、実
じつ

はいつも迷
まよ

っ
ている。あおいちゃんに聞

き

いてもらうと考
かんが

えがまとま
るよ。

わたしは静
しず

かに人
ひと

の話
はなし

を聞
き

くのが好
す

き。りこちゃんと
話
はな

すとき、こころのなかで
はたくさんしゃべっている。
自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えはいつでも迷
まよ

い
なく言

い

えると思
おも

う。
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差
さ

別
べつ

を許
ゆる

さない世
せ

界
かい

的
てき

な取
と

り組
く

み
差
さ

別
べつ

が行
い

き着
つ

く先
さき

は暴
ぼう

力
りょく

や虐
ぎゃく

殺
さつ

、紛
ふん

争
そう

、戦
せん

争
そう

だ。第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

、
世
せ

界
かい

では、人
じん

権
けん

に関
かん

するさまざまな決
き

まりがつくられた。どんなものがあるんだろう。

「差
さ

別
べつ

」は人
ひと

が人
ひと

の自
じ

由
ゆう

をうばうことを許
ゆる

し、

一
いち

部
ぶ

の人
ひと

だけが得
とく

をする社
しゃ

会
かい

をつくり、争
あらそ

いごと

や紛
ふん

争
そう

や戦
せん

争
そう

、虐
ぎゃく

殺
さつ

（→3巻
かん

24ページ）を引
ひ

き

起
お

こす種
たね

になります。人
ひと

と人
ひと

、国
くに

と国
くに

どうしの信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

をつくるときの、そしてだれもが幸
しあわ

せに生
い

きていくための大
おお

きな壁
かべ

になります。わたしたち

人
じん

類
るい

は長
なが

い歴
れき

史
し

のなかで、そのことを苦
にが

い経
けい

験
けん

と

して学
まな

んできました。第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

の反
はん

省
せい

によ

り設
せつ

立
りつ

された国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

（国
こく

連
れん

）により、差
さ

別
べつ

をな

くしていくための世
せ

界
かい

共
きょう

通
つう

の決
き

まりが少
すこ

しずつつ

くられ、今
いま

も運
うん

用
よう

され続
つづ

けています。

だれもが幸
しあわ

せになるための
人
じん

権
けん

に関
かん

する条
じょう

約
やく

差
さ

別
べつ

を禁
きん

止
し

する
いろいろな条

じょう

約
やく

国
こく

際
さい

人
じん

権
けん

規
き

約
やく

基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

の尊
そん

重
ちょう

の原
げん

則
そく

を定
さだ

めた
「世

せ

界
かい

人
じん

権
けん

宣
せん

言
げん

」の内
ない

容
よう

を基
き

本
ほん

にして、
守
まも

るべき義
ぎ

務
む

として条
じょう

約
やく

化
か

したもの。
国
こく

際
さい

人
じん

権
けん

法
ほう

のあらゆる条
じょう

約
やく

のなかで
もっとも基

き

本
ほん

的
てき

で包
ほう

括
かつ

的
てき

なものであ
る。社

しゃ

会
かい

権
けん

規
き

約
やく

と自
じ

由
ゆう

権
けん

規
き

約
やく

の2つ
からなる。1966年

ねん

に国
こく

連
れん

で採
さい

択
たく

さ
れ、1976年

ねん

に発
はっ

効
こう

された。日
に

本
ほん

は
1979年

ねん

に批
ひ

准
じゅん
※した。

20世
せい

紀
き

には、第
だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

、第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

というふ
たつの大

おお

きな世
せ

界
かい

戦
せん

争
そう

が起
お

こった。この戦
せん

争
そう

によって多
おお

く
の人
ひと

びとが亡
な

くなり、大
たい

切
せつ

な家
か

族
ぞく

や友
ゆう

人
じん

、故
こ

郷
きょう

をなくした
人
ひと

が世
せ

界
かい

中
じゅう

にあふれた。このような悲
かな

しいできごとを二
に

度
ど

と引
ひ

き起
お

こさないために、命
いのち

と人
じん

権
けん

を守
まも

るためのたくさん
の決

き

まりができていった。

※条
じょう

約
やく

を国
こっ

会
かい

で話
はな

し合
あ

って認
みと

め、国
こく

際
さい

的
てき

に
宣
せん

言
げん

することを「批
ひ

准
じゅん

」といい、署
しょ

名
めい

の手
て

順
じゅん

を省
しょう

略
りゃく

しつつも国
こく

際
さい

的
てき

に正
せい

式
しき

に宣
せん

言
げん

する
ことを「加

か

入
にゅう

」といいます。批
ひ

准
じゅん

や加
か

入
にゅう

を
している国

くに

は「締
てい

約
やく

国
こく

」といい、条
じょう

約
やく

の実
じっ

行
こう

と進
すす

みぐあいを報
ほう

告
こく

する義
ぎ

務
む

があります。

人
じん

種
しゅ

差
さ

別
べつ

撤
てっ

廃
ぱい

条
じょう

約
やく

人
じん

種
しゅ

のちがいを理
り

由
ゆう

にする差
さ

別
べつ

の撤
てっ

廃
ぱい

を定
さだ

めた多
た

国
こく

間
かん

条
じょう

約
やく

。
1965年

ねん

に国
こく

連
れん

で採
さい

択
たく

され、
1969年

ねん

に発
はっ

効
こう

された。日
に

本
ほん

は1995年
ねん

に加
か

入
にゅう
※した。

（あらゆる形
けい

態
たい

の人
じん

種
しゅ

差
さ

別
べつ

の
撤
てっ

廃
ぱい

に関
かん

する国
こく

際
さい

条
じょう

約
やく

）

女
じょ

性
せい

差
さ

別
べつ

撤
てっ

廃
ぱい

条
じょう

約
やく

公
こう

平
へい

な女
じょ

性
せい

の権
けん

利
り

保
ほ

障
しょう

を目
もく

的
てき

に女
じょ

性
せい

差
さ

別
べつ

の撤
てっ

廃
ぱい

を定
さだ

めた多
た

国
こく

間
かん

条
じょう

約
やく

。1979年
ねん

に国
こく

連
れん

で
採
さい

択
たく

され、1981年
ねん

に発
はっ

効
こう

さ
れた。日

に

本
ほん

は1985年
ねん

に批
ひ

准
じゅん

した。

（女
じょ

子
し

に対
たい

するあらゆる形
けい

態
たい

の
差
さ

別
べつ

の撤
てっ

廃
ぱい

に関
かん

する条
じょう

約
やく

）

子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

児
じ

童
どう

の権
けん

利
り

について定
さだ

めた多
た

国
こく

間
かん

条
じょう

約
やく

。「児
じ

童
どう

の権
けん

利
り

に関
かん

する宣
せん

言
げん

」 から30周
しゅう

年
ねん

の
1989年

ねん

に国
こく

連
れん

で採
さい

択
たく

され、
1990年

ねん

に発
はっ

効
こう

された。日
に

本
ほん

は1994年
ねん

に批
ひ

准
じゅん

した。

（児
じ

童
どう

の権
けん

利
り

に関
かん

する条
じょう

約
やく

）

障
しょう

害
がい

者
しゃ

権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

あらゆる障
しょう

がい者
しゃ

の尊
そん

厳
げん

と権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

するため
の条

じょう

約
やく

。2006年
ねん

に国
こく

連
れん

で採
さい

択
たく

された。日
に

本
ほん

は2014年
ねん

に批
ひ

准
じゅん

した。

（障
しょう

がい者
しゃ

の権
けん

利
り

に関
かん

する条
じょう

約
やく

）

かんが

 ●差
さ

別
べつ

をなくしていくための条
じょう

約
やく

のなかで、あな
たの関

かん

心
しん

が高
たか

いものはどれかな？　その条
じょう

約
やく

をくわしく調
しら

べてみてもいいね。
 ●差
さ

別
べつ

をなくしていくための条
じょう

約
やく

は、日
に

本
ほん

では今
いま

どのように運
うん

用
よう

されているのかな？
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障
しょう

がいってどんなもの？
車
くるま

いすや白
しろ

い杖
つえ

を使
つか

っている人
ひと

を見
み

かけたことがあるけれど、それ以
い

外
がい

にも
障
しょう

がいってあるのかな。そもそも障
しょう

がいってどんなものなんだろう。

「障
しょう

がい」とは、身
しん

体
たい

や知
ち

的
てき

機
き

能
のう

をはじめとす

る心
しん

身
しん

の機
き

能
のう

に障
しょう

がいがあり、その症
しょう

状
じょう

や社
しゃ

会
かい

に

ある障
しょう

壁
へき

により、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

に継
けい

続
ぞく

的
てき

で

大
おお

きな制
せい

限
げん

や支
し

障
しょう

が出
で

る状
じょう

態
たい

のことをいいます。

人
ひと

によって、いくつかの障
しょう

がいをあわせもつ人
ひと

も

いれば、症
しょう

状
じょう

の個
こ

人
じん

差
さ

が大
おお

きい障
しょう

がいもあります。

見
み

た目
め

ではわからない障
しょう

がいもあり、ひとくちに

障
しょう

がいといってもさまざまな種
しゅ

類
るい

・様
よう

態
たい

がありま

す。たとえばどんなものがあるのでしょう。

障
しょう

がいの種
しゅ

類
るい

や特
とく

徴
ちょう

身
しん

体
たい

障
しょう

がい

視
し

覚
かく

障
しょう

がい
全
ぜん

盲
もう

（まったく見
み

えない）、
弱
じゃく

視
し

（文
も

字
じ

などがぼやけて
読
よ

めない）、視
し

野
や

狭
きょう

窄
さく

（見
み

える範
はん

囲
い

がせまい）など様
よう

態
たい

はさまざま。そのため、
文
も

字
じ

は読
よ

めても歩
ある

いていて
障
しょう

がい物
ぶつ

にぶつかる場
ば

合
あい

や、
障
しょう

がい物
ぶつ

はよけられても文
も

字
じ

が読
よ

めない場
ば

合
あい

もある。

肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

病
びょう

気
き

やけがが原
げん

因
いん

で、上
じょう

肢
し

（手
て

・指
ゆび

から肩
かた

の部
ぶ

分
ぶん

）、下
か

肢
し

（股
こ

関
かん

節
せつ

より下
した

から足
あし

の
部
ぶ

分
ぶん

）、体
たい

幹
かん

（胴
どう

体
たい

と胴
どう

体
たい

にある筋
きん

肉
にく

）の機
き

能
のう

に障
しょう

が
いがあり、立

た

つ、座
すわ

る、歩
ある

く、食
しょく

事
じ

、着
き

替
が

え、ものの
もち運

はこ

び、字
じ

を書
か

くなど、
生
せい

活
かつ

のなかの動
どう

作
さ

が難
むずか

しい
状
じょう

態
たい

。杖
つえ

を使
つか

って生
せい

活
かつ

する
人
ひと

もいる。

内
ない

部
ぶ

障
しょう

がい
心
しん

臓
ぞう

や呼
こ

吸
きゅう

器
き

など、
身
からだ

体の内
ない

部
ぶ

に障
しょう

がいが
あること。外

がい

見
けん

からは
わからないが、疲

つか

れや
すい、携

けい

帯
たい

電
でん

話
わ

の電
でん

波
ぱ

やたばこの煙
けむり

が体
たい

調
ちょう

に
影
えい

響
きょう

する、トイレに不
ふ

自
じ

由
ゆう

するなど、継
けい

続
ぞく

的
てき

な医
い

療
りょう

ケアやまわりの
配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

となる。

身
しん

体
たい

の成
せい

長
ちょう

発
はっ

達
たつ

期
き

（18歳
さい

く
らいまで）にあらわれる知

ち

的
てき

機
き

能
のう

の遅
おく

れのため、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に困
こん

難
なん

がある状
じょう

態
たい

。複
ふく

雑
ざつ

なことがらや込
こ

み入
い

った
文
ぶん

章
しょう

・会
かい

話
わ

の理
り

解
かい

が不
ふ

得
とく

意
い

だったり、お金
かね

の計
けい

算
さん

が苦
にが

手
て

だったりする。程
てい

度
ど

やあ
らわれ方

かた

には個
こ

人
じん

差
さ

がある。

高
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

がい

知
ち

的
てき

障
しょう

がい

障
しょう

がいには外
がい

見
けん

からわかるものとそうでないものが
ある。障

しょう

がいによってさまざまな特
とく

徴
ちょう

があり、また
個
こ

人
じん

差
さ

もある。まずは基
き

本
ほん

的
てき

なことを知
し

っておき、
目
め

の前
まえ

の人
ひと

をよく理
り

解
かい

するための手
て

がかりにしよう。

精
せい

神
しん

障
しょう

がい

ひとくちに障
しょう

がい
といっても、

さまざまなんだね。

脳
のう

卒
そっ

中
ちゅう

などの病
びょう

気
き

や事
じ

故
こ

な
どにより脳

のう

の一
いち

部
ぶ

が損
そん

傷
しょう

す
ることで、思

し

考
こう

・記
き

憶
おく

・行
こう

為
い

・言
げん

語
ご

・注
ちゅう

意
い

などの脳
のう

機
き

能
のう

の一
いち

部
ぶ

に障
しょう

がいがある状
じょう

態
たい

。外
がい

見
けん

からはわからない
が、記

き

憶
おく

力
りょく

や注
ちゅう

意
い

力
りょく

が低
てい

下
か

することもある。症
しょう

状
じょう

は人
ひと

によって異
こと

なる。

東
とう

京
きょう

都
と

福
ふく

祉
し

保
ほ

健
けん

局
きょく

により作
さく

成
せい

された
マークで、内

ない

部
ぶ

障
しょう

がいや難
なん

病
びょう

のある人
ひと

など、困
こん

難
なん

が外
がい

見
けん

からはわかりづらい
人
ひと

びとが、配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

なことをまわり
に知

し

らせるためにつくられた。

ヘルプマーク

かんが
 ●家
か

族
ぞく

や親
しん

せき、友
とも

だ
ちに障

しょう

がいのある人
ひと

はいる？
 ●その人

ひと

はどんな場
ば

面
めん

でどんなサポートを
必
ひつ

要
よう

としているか
な？

統
とう

合
ごう

失
しっ

調
ちょう

症
しょう

、うつ病
びょう

、てん
かんなどの精

せい

神
しん

的
てき

な病
びょう

気
き

に
より精

せい

神
しん

の機
き

能
のう

に障
しょう

がいが
生
しょう

じて、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

に困
こん

難
なん

がある状
じょう

態
たい

のこと。
判
はん

断
だん

力
りょく

や記
き

憶
おく

力
りょく

、意
い

欲
よく

が低
てい

下
か

したりする。あらわれ方
かた

や経
けい

過
か

は人
ひと

によって大
おお

きく
異
こと

なる。

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

がい 
伝
でん

音
おん

難
なん

聴
ちょう

（音
おと

が聞
き

こえづら
い）、感

かん

音
おん

難
なん

聴
ちょう

（音
おと

だけで
なくことばも聞

き

こえづら
い）、まったく聞

き

こえない、
など様

よう

態
たい

はさまざま。加
か

齢
れい

のため起
お

こる老
ろう

人
じん

性
せい

難
なん

聴
ちょう

は、
感
かん

音
おん

難
なん

聴
ちょう

のひとつ。

生
う

まれつきの脳
のう

機
き

能
のう

の発
はっ

達
たつ

のちがいにより、行
こう

動
どう

など
に特
とく

徴
ちょう

があること。いくつ
かに分

わ

けられるが、複
ふく

数
すう

の
タイプが合

あ

わさっているこ
とも多

おお

く、知
ち

的
てき

な遅
おく

れをと
もなうこともある。学

がく

習
しゅう

障
しょう

がいは、読
よ

み書
か

きや計
けい

算
さん

な
どに困

こん

難
なん

がある。注
ちゅう

意
い

欠
けつ

如
じょ

・多
た

動
どう

性
せい

障
しょう

がい（A
エー

D
ディー

H
エイチ

D
ディー

）

は、集
しゅう

中
ちゅう

できない、じっとしていられない、衝
しょう

動
どう

的
てき

な行
こう

動
どう

などが特
とく

徴
ちょう

。自
じ

閉
へい

スペクトラム症
しょう

は、対
たい

人
じん

関
かん

係
けい

のはかり方
かた

が特
とく

徴
ちょう

的
てき

で、ものごとへの強
つよ

いこだわ
りなどが見

み

られる。

発
はっ

達
たつ

障
しょう

がい 
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手
しゅ

話
わ

や点
てん

字
じ

は障
しょう

がいのある人
ひと

だけのもの?

障
しょう

がいのある人
ひと

とのコミュニケーション方
ほう

法
ほう

のひとつに手
しゅ

話
わ

や点
てん

字
じ

がある。
考
かんが

えてみると、これは日
に

本
ほん

語
ご

を別
べつ

の言
げん

語
ご

に翻
ほん

訳
やく

するのと同
おな

じかもしれない。

わたしたちはふだん、日
に

本
ほん

語
ご

で人
ひと

と会
かい

話
わ

したり

文
も

字
じ

を読
よ

んだりと、声
こえ

や耳
みみ

、目
め

を使
つか

って情
じょう

報
ほう

のや

りとりをおこなっています。すなわち、音
おん

声
せい

言
げん

語
ご

や視
し

覚
かく

言
げん

語
ご

（文
も

字
じ

言
げん

語
ご

）をつかって生
せい

活
かつ

をしてい

るということです。でもじつは言
げん

語
ご

には、音
おん

声
せい

や

文
も

字
じ

のほかにも、手
しゅ

話
わ

や口
こう

話
わ

など身
か ら だ

体や表
ひょう

情
じょう

の動
うご

きを使
つか

うもの、点
てん

字
じ

など触
しょっ

覚
かく

を使
つか

う身
しん

体
たい

言
げん

語
ご

があ

ります。たとえば日
に

本
ほん

で生
う

まれ育
そだ

った多
おお

くの人
ひと

に

とっては「日
に

本
ほん

語
ご

」が母
ぼ

語
ご

になりますが、手
しゅ

話
わ

で

コミュニケーションを取
と

るろう者
しゃ

（耳
みみ

がまったく

聞
き

こえない人
ひと

）にとっては、手
しゅ

話
わ

こそが「母
ぼ

語
ご

」

といえるものです。

しかし日
に

本
ほん

では、音
おん

声
せい

言
げん

語
ご

や文
も

字
じ

言
げん

語
ご

以
い

外
がい

の情
じょう

報
ほう

が圧
あっ

倒
とう

的
てき

に少
すく

なく、目
め

や耳
みみ

に不
ふ

自
じ

由
ゆう

がある人
ひと

に

とって、社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

が完
かん

全
ぜん

に保
ほ

障
しょう

されているとはい

えません。たとえば耳
みみ

や目
め

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

にとって、

日
にち

常
じょう

の社
しゃ

会
かい

はどんなふうに見
み

えているのでしょ

うか。

手
しゅ

話
わ

や点
てん

字
じ

はひとつの言
げん

語
ご

文
も

字
じ

や記
き

号
ごう

だけの情
じょう

報
ほう

音
おん

声
せい

だけの案
あん

内
ない

や情
じょう

報
ほう

手
しゅ

話
わ

や点
てん

字
じ

などは目
め

や耳
みみ

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

にとって、

自
じ

分
ぶん

の思
おも

いを表
ひょう

現
げん

し、人
ひと

と関
かん

係
けい

を育
はぐく

み、情
じょう

報
ほう

や文
ぶん

化
か

・芸
げい

術
じゅつ

を受
う

け取
と

るための重
じゅう

要
よう

な言
げん

語
ご

です。そし

て目
め

や耳
みみ

に不
ふ

自
じ

由
ゆう

がない人
ひと

にとっても、障
しょう

がいの

ある人
ひと

との関
かん

係
けい

をつなぐ大
たい

切
せつ

なツールです。

手
しゅ

話
わ

も点
てん

字
じ

も基
き

本
ほん

的
てき

にそれぞれの国
くに

のことばに

合
あ

わせたものがあり、手
しゅ

話
わ

には国
こく

際
さい

手
しゅ

話
わ

という世
せ

界
かい

共
きょう

通
つう

のものもあります。

ただ、耳
みみ

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

のなかにも難
なん

聴
ちょう

の人
ひと

がい

たり、目
め

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

のなかにも弱
じゃく

視
し

の人
ひと

がいた

りと、あらわれ方
かた

もコミュニケーション手
しゅ

段
だん

も人
ひと

によってさまざまです。耳
みみ

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

だからといっ

て必
かなら

ず手
しゅ

話
わ

を使
つか

うわけでも、目
め

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

だからと

いって必
かなら

ず点
てん

字
じ

を使
つか

うわけでもありません。指
ゆび

文
も

字
じ

、筆
ひつ

談
だん

、ジェスチャー、ときにはスマートフォ

ンやタブレットなど、多
た

彩
さい

なコミュニケーション

手
しゅ

段
だん

を学
まな

び使
つか

うことで、わたしたちの世
せ

界
かい

や可
か

能
のう

性
せい

は広
ひろ

がっていきます。

多
た

様
よう

な言
げん

語
ご

が世
せ

界
かい

を広
ひろ

げる
手
しゅ

話
わ

指
ゆび

文
も

字
じ

筆
ひつ

談
だん

ジェスチャー

点
てん

字
じ

口
こう

話
わ

手
て

指
ゆび

、体
からだ

の動
うご

き、顔
かお

の表
ひょう

情
じょう

などを使
つか

って、目
め

に見
み

えるようにあらわす言
げん

語
ご

。

手
て

指
ゆび

のかたちを文
も

字
じ

言
げん

語
ご

に対
たい

応
おう

させたもの。一
ひと

文
も

字
じ

ずつ表
ひょう

現
げん

される。

文
も

字
じ

や絵
え

を書
か

いてやりと
りする方

ほう

法
ほう

。

指
ゆび

で触
さわ

ることで読
よ

める、
凸
とつ

点
てん

を組
く

み合
あ

わせた文
も

字
じ

。
通
つう

常
じょう

、横
よこ

2×縦
たて

3の6つ
の点
てん

の組
く

み合
あ

わせで表
ひょう

現
げん

される。

くちびるの動
うご

きによって
ことばを表

ひょう

現
げん

・理
り

解
かい

する
方
ほう

法
ほう

。

身
み

ぶり手
て

ぶりの表
ひょう

現
げん

。

いくらかな？
いつつくったのかな？
どれくらい入

はい

ってる
のかな？

車
くるま

の音
おと

が
とまったから、
青
あお

になったかな…。

問
と

い合
あ

わせ先
さき

は
電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

だけか…

あれ？
どうしたん
だろう？

事
じ

故
こ

のため、
しばらく停

てい

車
しゃ

いたします。

改
かい

正
せい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

と手
しゅ

話
わ

言
げん

語
ご

法
ほう

障
しょう

害
がい

者
しゃ

権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

（→25ページ）のなかで、
大
だい

多
た

数
すう

の人
ひと

が使
つか

っている音
おん

声
せい

言
げん

語
ご

とともに、手
しゅ

話
わ

も言
げん

語
ご

にふくむと示
しめ

されました。日
に

本
ほん

でも、
障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

の改
かい

正
せい

（2011年
ねん

）により、言
げん

語
ご

には手
しゅ

話
わ

をふくむと明
めい

記
き

されました。
手
しゅ

話
わ

は昔
むかし

からありますが、過
か

去
こ

には、ろう児
じ

に日
に

本
ほん

語
ご

（口
こう

話
わ

法
ほう

）を獲
かく

得
とく

させるため、ろう学
がっ

校
こう

で手
しゅ

話
わ

が禁
きん

止
し

されていた時
じ

代
だい

もありました。
そのようにろう者

しゃ

が尊
そん

厳
げん

を傷
きず

つけられ、社
しゃ

会
かい

か
ら排

はい

除
じょ

されてきた歴
れき

史
し

もあり、手
しゅ

話
わ

は障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

の施
し

策
さく

としてだけでなく、文
ぶん

化
か

であり言
げん

語
ご

だ
という理

り

解
かい

が求
もと

められてきた背
はい

景
けい

があります。
フィンランドなどの欧

おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

では、手
しゅ

話
わ

をひ
とつの言

げん

語
ご

として認
にん

知
ち

し保
ほ

護
ご

するために「手
しゅ

話
わ

言
げん

語
ご

法
ほう

」という法
ほう

律
りつ

を定
さだ

めています。たとえば、
ろう児

じ

に手
しゅ

話
わ

を学
まな

ぶ機
き

会
かい

を保
ほ

障
しょう

したり、手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

がより活
かつ

用
よう

されています。一
いっ

方
ぽう

で、アジア諸
しょ

国
こく

は「手
しゅ

話
わ

言
げん

語
ご

法
ほう

」の制
せい

定
てい

が遅
おく

れていて、早
はや

い
制
せい

定
てい

が望
のぞ

まれています。
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